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目的）

妊娠時耐糖能異 常 と妊 娠高血 圧 発症 との関連を

検討す る 目的に て耐糖 能異常別 の高田1圧発症率

を求め る とともに、妊娠時耐糖能異常および高血

圧発症別に妊娠経過に 伴う血圧 、心拍数、脈圧の

推移 さらには 妊 娠 15−25週に おける 自律神経機能

に つ い て 比較検討 した 。

方 法 と対 象 ）

妊娠 24−28 週 にて 50Gcr 施行出来た 3161 名を対

象に 妊娠 中毒症 を含め た妊娠時 高血圧 発症率を

求め ．高山1圧の 有無別、耐糖能の 異常別に妊娠経

過に伴う座位における恋 圧、心拍数、脈圧の変化

を比較 検討 した 。 すなわち、妊娠期問 中に高血圧

を認 め ず 、50G （rr 正 常 （＜ 140mgYd ）の も の を

GO （2764 名）50GcT のみ 異常、75GrT 正常の もの

を G1 （180名L 　50   T が 異常で 75GTr にて i

ポイン ト以上 異常値 を示す もの を G2 （96 名｝ ，

さらに妊娠時 に高血圧 を認める も、50GCT 正 常

の もの を G3 ｛62 名）　，50au 異常の もの を G4 （19

名）と分類 し、各群別の 妊娠経過に 伴 う血圧、心

拍数、脈圧の変化に つ い て比較検討した。さらに

妊娠 15−25 週における 自律 禅経機能 （既 LF ’HF ）

につ い て GO ，G1 β2 各群問で比較 検討 した 。

結 果 ）

1｝5GeCT 異常例は全妊婦の 39？！3161 名 （125 ％）、

で その 中 75en 施行 しえた もの が 276 名あ り、

GDM と診断 された もの が 46i276 （16．7％ ｝ とな

tl　．　 GDM の頻度は妊婦全体の約 2．0％ とな っ た。

ま た妊娠中毒症の 発症頻度は 2．1％で あり、これ

を含めた妊娠時高血圧の 頻度は 81／3161 〔2．6％ ｝

とな っ た 。また耐糖能 異常別 中毒症発症頻度は

GO ：1．9％ G1 ：3．8％ G2 ：4．2％ GDM ；6．5％ とな っ た。

2）妊娠時に血圧 、心拍数、脈圧 を測定しえた対

象の背景は表一1に 示すご とくで あ り、高血 圧 を伴

わない 耐 糖能異常 例は年齢 、BMI ，SE体重 、胎盤

重量が増加す る傾向を認め た。また、血圧（MAP ）

はい ずれの週数にお い て も GO ，G1 群に 比較 して、

G2 群で 高 くな るが．心拍数は妊娠 15−30 週の み

で 有意に 高くな っ た 。　
一
方、高血圧発症群では

耐糖能異常の 有無に かかわ らず 、血圧 、心拍数は

妊娠初期か らさ らに高 く、耐糖能異常群では 耐糖

能正常群に 較 べ さ らにその 傾向が強 くな っ た。ま

た、脈 圧 は GO 、Gt 群に 較べ 、　 G2 群で高 く、

GO ，Gl ，G2 群で は 妊娠経過 とともに 不変 もしくは

妊娠 35−37 週 まで 減少するの に 対し、高血圧 群

（G3，G4 ）では G｝O−（n 群に較 べ ．妊娠初期か ら高

く、妊娠経過 とともにむ しろ増加 し、非高血圧群

（GO ，G1 ，（n ）と逆の 方向に 向か っ た。

3）妊娠中期 （15−es 週）に 自律神経機能が測定 し

えた、非高血 圧群（Gの：211 名 ，G1 ：37 名 ，G2 ： 10

名）の 仰臥位 における自律神経機能（HF ，LF／HF ）の

結果で は、G2 群で HF の 低下 ，LFfHF の 増加を認
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血圧 、心拍 数、脈 圧、自律神経機能 妊 中誌 第 9 巻

め、妊娠中期か らの交感神経機能の 亢進を認めた 。

考察 ）

今回の 成 績か ら非 高血 圧群 （GO ．G1 ，（｝2）に お い て

耐糖能の 異常群、特に 50GCT が 異常で ，か つ

75GrT に おい て 1 ポイン ト以上異常例である G2

で妊娠初期か ら血圧、心拍数、脈圧の い ずれ も高

くな るこ とか ら、妊娠時の耐糖能異常状態が血 圧、

心拍数に 影響 して い るこ とが明 らか とな う た。し

か し、50GCT が異常で も 75GIT が正常な症例で

は これ らの 変化は認め られなか っ た。一
方、高血

圧群（G3 ，G4）では 非高血 圧群よ りもさらに 血 圧、

心拍数 脈庄は高 くな り．50G   正常群（G3）に較

べ 50GCT 異常群（G4 ）でその 傾向は強 くな っ た。

また 、脈圧 は非高血圧 群で は妊娠 35 週まで 低下

するが、高血圧妊掃で は妊娠後期に 向けて増加 し

た。また．耐糖能異常に よ っ て 心拍数が最も影響

を受ける、妊娠 15−25 週で の仰臥位における自律

神経機能を 測定 した ところ、G2 群で 有意な HF

の 低下 ，LF，tHF の 増加 を認め 、交感神経機能が亢

進 して い る もの と考え られた。

以上の こ とか ら、耐糖能以上 と高血 圧素因は自律

神経機能の 変化な どを介して 、それぞれ別個の 独

立因子 として 妊娠時の 血圧、心拍数、脈圧に関与

して くる もの と考え られた。

対象背景 一血圧 、 心拍数 、 脈圧

GO G1 G2 G3 G4

ロ

年 齢

BMI50GC『
「

75GT 「

FBSlhr2hr

　 2764 　　　　　　180
29．7＋／−4．3　　　30 ．8＋ ／−4．1
20 ．6＋ ／−6．5　　 20、9＋ ノー2．7
103 ．8＋ ／−18　　153 ．9＋／−13．4

78 ．3＋ノー6．7
135 ．8 ＋／−24，5
113 ．4 ＋／−18．4

　 9632
，3＋ノー4．3

22，4＋／−3．8
171 ．9＋ ／−28．7

86．1 ＋／−13 ．7
184 ．8＋ ／−24 ．8
148 ．8＋ ／−27．4

　 62　　　　　　　　 19
31．7＋ ノー4．3　　　　32．2＋ ！−6．4

　 22 ＋ ／−3．7　　　　23．6＋ノー5．6
109 ．6 ＋ ！−17．7　　156 ．4＋ ！−16．8

　 93 ＋／−22
176 ，8＋ ノー28 ．6
144．3＋〆−48．1

児 体重　 3107 ＋／−430　3163 ＋ ／．440 　 3249 ÷f−476 　　2953 ＋ 〆−374 　　3091 ＋ ／
−354

胎 盤 重量 566 ．／−118 　 575 ＋ ／，115 　 606 ． ／
−140 　 614 ＋ 〆−182 　 591 ＋ ！。112

mmHgsg

　 s7

　 35

　 s3

　 Sl

　 79

　 77

　 　 　 　 　 十 　　MAPt ｛；O

血 圧 （MAP ）　　 − 　MAFIGl

tt　　　　　　　　　　 キ 　　rv［，tPtG2
T

牡   F ≡
上 燵 ⊥ ＋

　 　 　 　 T 　　　　　　 亠

　 T 　　 　T

⊥
　 　 　 　 　 ★　 Pく0．05

圭
き
9叩，
面
n2

タ

ト

雫
需

塁
‘

讒，
O鴫

葺
30

喝・
鴇

ヨρ
6
掣い剛

論
畧

珍、

鵬

；1
蹇
冊

鷺

難

申

＝　

丁

蠍

汰

、
山

歯

　 　 　 　 　 T

［　
亠

⊥ − T

HRI ｛｝IDE

［RK ｝亘

1［RiG2　
mmHg

　 　 l2011910e

ー
ヨ
き

審
め喝

−
塁
‘

需，
篭

−

餡
南嶋，
9

　

鞏
う

9
黷

選

ξ
門・
2

コ
≧
恥
【

0009

＆

7

　 　 　 　
一

→ ｝
一一

　 ：　（iUifGO

　 　 　 　 →
一一

　 llAPtGl

　 　 　 　
−一

●
一一

　 ｝tAPtG！

釦且」王（MAP ）　　一一△一一呷　MAP ！63

　 　 　 　
−

「 幽一一一　MAP ！G4

暴
塁
玄
O
ヤ，
圏

ヨ
鶉
卜
嶋，
需

韜
雲

誇，
需

の』
診
On
，

U
網

絢
酋

雲
O
胃，恥一

臼，
‘

酵

鴇，

bpm120

uo

loo

兜

30

心 拍 数

一卩ロー一一　 IMi （；O

→ 一一　 HRSG 且

層一●一一　 HRtGl

−一
壷
一一

　HR ／G3

−一
血
一一

　　HR ／G4

撫
旦
露
O

マ

署

鞏
ξ内，
鴇

』
雰

鴇
6門

鞏
5

臼，
鴇

聲
茜

O閃，
2

盖
玄

雲・

一182一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


